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□災害時持出品リスト
食　料

貴重品

情　報

その他

□飲料水　□非常食

□現金（釣り銭切れを想定し小銭まで準備）

□銀行の口座番号の写し　□車や家の鍵

□健康保険証・免許証など　□印鑑

□携帯電話（スマートフォン）

□ラジオ（充電器・電池含む）

□筆記用具

□笛やブザー　□ビニール袋

□常備薬・持病薬　□懐中電灯

□雨具　□タオル・着替え

▶成人男性は約15kg、女性約10kgが荷物重量の目安です。
▶状況に応じて必要な物を追加してください。

水害時は動きやすい靴で避難を
水害時には長靴が適切に思えますが、水が入
ると重くなり動きにくくなります。動きやす
い運動靴の準備が必要です。

思い出の品の持ち出し
大切なものは１つの場所にまとめ、写真など
はUSBメモリーや SDカードなどにデータで
記録しておくと持ち出しが容易になります。
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菰野町消防署　署長補佐

金津貴史

貴重品や食料などの持ち出し品をま
とめておくことは迅速な避難につな
がります。そして何より優先すべき
は自分の命を守ること。早め早めの
避難を心がけ、危険が迫ったとき
は命を守ることを最優先に考え
てください。

Kanazu Takafumi
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□ホームページで確認

▶洪水浸水想定区域図

参 

考三重県ホームページ

▶土砂災害マップ

参 

考三重県土砂災害情報提供システム
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 三重県　洪水浸水

着色された箇所が警戒すべき区域

 三重県　土砂災害
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掘込構造

三滝川、朝明川以外の河川
堤防が決壊した場合、掘込
構造の河川よりも浸水被害
が大きくなる危険性がある

河川が氾濫しても堤防が決壊
することはなく河川の水位が
低くなれば浸水も早く引く

町内の主な河川

築堤構造

三滝川、朝明川
町内の主な河川

□近隣の河川を確認
河川断面図の違い
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着色された箇所が浸水が想定される区域
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屋内に留まると危険
な区域から離れ、安
全な場所へ移動する

無理に屋外へ避難せ
ず屋内の安全な場所
に留まる

□避難行動を確認

垂直避難
屋内安全確保

水平避難
立ち退き避難


